
  令和３年度［丹後織物業の景況・動向調査］ 報告書 
 

［令和３年１１月 公益財団法人 京都産業 21 北部支援センター］ 

 

(公財)京都産業２１北部支援センターでは、丹後地域の織物業の景況・動向を把握し、関係機関等の支援

施策等の参考としていただくため、アンケート調査と聞き取り調査を実施しました。 

 

■調査対象  丹後地域内の織物事業者 １５０事業者 

■調査時期  令和３年１０月～１１月 （前回調査時期：令和３年２月～３月） 

■調査方法  アンケート調査（回答者８２事業者 回答率５４.６％） 

聞き取り調査（電話・対面）２１事業者 

■回 答 数  所在地別 京丹後市３６事業者（４３.９％） 与謝野町４６事業者（５６.１％） 

 

■景況全般について 

・令和３年の丹後ちりめんの生産量（１０月末時点累計）は和装需要の減少に加え、前年から続く新型コロナ

ウイルス感染症の影響のため、１２.５万反、前年同月比９５.７％となった。 

・景況感のＤＩ値は－６６で、前回（令和３年２～３月調査）の－９１に比べ２５ポイント改善したものの、

前々回（令和元年１２月～令和２年２月）のＤＩ値－４６に比べ２０ポイント低く、依然として厳しい

状況が続いている。 

・また、今後の見通しのＤＩ値は－４５で、前回の－９１に比べ４６ポイント改善となったものの、「やや

悪い」「悪い」の回答が６４％（前回９３％、前々回７６％）と先行きの不安感が続いている。 

・採算状況について、赤字とする企業が４９％で前回の６１％に比べ、１２ポイント改善したものの、前々回

の２６％に比べ２３ポイント低く、厳しい状況は続いている。 

・新型コロナウイルスの緊急事態宣言は解除されたが、コロナ禍の外出自粛が長引き、購買層の多くを占める

高齢者等の購買意欲が回復せず、消費が少ない状況が続いているものの、レンタル用途の生産やインター 

ネット等での販売が順調な和装小物は比較的安定した生産となっている。 

・こうした中、最近の生糸高や原油高等のコスト増が経営を圧迫するとともに、織手や撚糸等関連工程事業者

において高齢化等に伴う人材不足が大きな課題となっており、一部では関連工程を内製化する動きも出てい

る。 

・一方、機業独自のブランド品を開発し、会社のファンを増やし取引と経営の安定に繋げている機業や新たな

分野進出に向けた商品開発に取り組んでいる機業、あるいは、新型コロナウイルスを機にネット販売や

情報発信を強化しようとする機業の動きも見受けられる。 

■今後必要な支援制度について 

「京都府伝統産業生産基盤整備事業補助金」が６０%と最も多く、続いて「雇用調整助成金」が３９%、「融資・

貸付制度」が１７%という順となった。 

■今後必要な取組みについて 

「新商品の開発」、「直接販売（インターネット含む）」、「取引先の変更・新規販路の開拓」、「最終製品の

生産」、「異業種・他産地との連携」など、前回同様に商品開発・販路開拓に関する回答が多数となった。 

 

Ⅰ 回答事業者 
     
■代表者の年齢 年 齢 ３９歳以下 ４０～５９歳 ６０歳以上 

事業者数 ０ ３９ ４３ 
     
■内機・出機の有無 内機・出機の有無 内機のみ 内機・出機両方 出機のみ有り 

事業者数 ３５ ２５ １８ 
     
■内機の織機台数 内機の台数 １～４台 ５～９台 １０～１４台 １５～１９台 ２０台以上 

事業者数 ４７ １８ ７ ３ ７ 
       
■内機の従事者数 内機の従事者数 １～４人 ５～９人 １０～１４人 １５～１９人 ２０人～ 

事業者数 ６３ １３ ３ ２ 1 
       
■主な生産品目の割合 
（５０%以上の生産品目） 

主な生産品目 白生地 帯 地 先染着尺 服地 その他 

事業者数 ４６ １５ ２ ５ １４ 
       
■主な取引先の割合 
（最大の取引先） 

主な取引先 問屋 メーカー 百貨店 小売店 ネット販売 その他 

事業者数 ４６ ２８ １ １ １ ５ 



Ⅱ 景況全般について 
 

※ＤＩ値＝「良い」「やや良い」と回答した企業の割合から「やや悪い」「悪い」と回答した企業の割合を差し引いた値 
 

 

１ 現在の景況感 

 

●全体： 

今回のＤＩ値は－６６で前回の－９１に比べ２５

ポイント改善となった。 

●生産品目別： 

ＤＩ値は、白生地－６７（前回比３０ポイント改善）、

帯地－５９（前回比１１ポイント改善）、先染着尺±０、

その他(和装小物、服地、インテリア地、ネクタイ地等)

は－７９（前回比１１ポイント改善）となった。 

  ２ 今後の見通し 

 

●全体： 

今後の見通しのＤＩ値は－４５となり、前回の－９１

に比べ、４６ポイント改善の見通しとなっている。 

●生産品別： 

ＤＩ値は、白生地－４９、帯地－５２、先染着尺±０、

その他－４２の見通しとなった。 

３ 現在の採算状況 

 

●全体： 

「黒字」が１５％(前回比９ポイント改善)、「赤字」は

４９％(前回比１２ポイント改善)となり、赤字が黒字を

上回り、引き続き厳しい状況となった。 

●生産品目別： 

「黒字」の比率は、白生地１６％（前回比８ポイント

増加）、その他１６％（前回比６ポイント増加） 

「赤字」は、白生地５１％（前回比１６ポイント改善）、

帯地４６％（前回比１６ポイント改善）、その他５２％

（前回比１ポイント改善）となった。 

４ 現在の生産・受注量 

 

●全体： 

「減少」が４５％で前回の８５％に比べ４０ポイント

改善となった。 

●生産品目別： 

白生地３９％（前回比５８ポイント改善）、帯地５４%

（前回比１１ポイント改善）、その他５５%（前回比２５

ポイント改善）となった。 

５ 今後の生産受注見通し 

 

●全体： 

「増加」が１７％で前回に比べ１１ポイントの増加、

「減少」が２６％で前回に比べ３１ポイントの改善と

なった。 

●生産品目別： 

白生地は１３％と(前回比８ポイント増加)、帯地

２０％(前回比２０ポイント増加)、先染着尺５０％

（前回比３０ポイント増加）となった。 
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Ⅲ 新型コロナウイルス感染症の影響について 
 
１ 新型コロナウイルス感染症の影響 

 
（複数回答） 

売上・受注の減少 

取引機会の減少・中止・延期 

取引先の減少 

原材料・部品などの調達 

事業の縮小 

その他 

工賃の減少 

「影響ある」が 92％ 

●全体： 

「大きく影響」「影響あり」「少し影響あり」を

合わせ９２％となった。 

●影響の内容： 

「売上・受注の減少」が６７件、「取引機会の

減少・中止・延期」が２８件、「取引先の減少」が

１７件、「原材料・部品などの調達」が１３件と

いう順となった。 

２ 今後必要な支援制度 
 
                       （複数回答） 

京都府伝統産業生産基盤整備補助金 

雇用調整助成金 

融資・貸付制度 

京都府補助金 

その他 

 

多くの事業者が支援を希望 

●全体： 

「京都府伝統産業生産基盤整備事業補助金」が

６０%、「雇用調整助成金」が３９%、「融資・貸付

制度」が１７%となり、今後も引き続き支援制度を

求める回答結果となった。 

 

 

Ⅳ 事業所の状況について 
 
２ 生産に関する課題について   

（複数回答） 

人手不足 

織機調整 

機器修繕  

たてつなぎ 

企画・開発 

整経 

織り出し 

技術継承 

紋紙作成 

デザイン 

撚糸 

営業 

染色 

その他 

 

生産に関わる課題は「人手不足」「織機調整」 
 

●全体： 

「人手不足」が３７件、「織機調整」が３４件、

「機器修繕」が２９件、「たてつなぎ」が２８件、 

「企画・開発」が２５件、「整経」が２５件、 

「織り出し」が１９件という順となった。 

４ 今後必要な取組み（取り組んでみたいこと） 

（複数回答） 

新商品の開発 

直接販売（インターネット含む） 

取引先の変更・新規販路の開拓 

最終製品の生産 

異業種・他産地との連携 

製造製品の変更 

その他 

必要な取組は「新商品の開発」「直接販売」 

●全体： 

「新商品の開発」が３１件、「直接販売（インターネ

ット含む）」が２１件、「取引先の変更・新規販路の開

拓」が２０件、「最終製品の生産」が１５件、「異業種・

他産地との連携」が１２件という回答数となった。 
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Ⅴ 聞き取り調査による意見等 
 
●個別事業者から聞き取りを行った概要は下記のとおり。 
 
１ 産地全体（コロナの影響等）                                   
 

〇新型コロナウイルスの緊急事態宣言は解除されたが、コロナ自粛が長引き、百貨店に来店する購買層の高齢者は少なく、

購買意欲も消費も少ないと聞く。 

〇コロナ禍で百貨店の催事が約 40％中止となり、緊急事態宣言解除後も直ぐには再開されず、厳しい状況が続いている。

現在、来年の催事が計画されており期待している。 

〇問屋やメーカー等は夏物、冬物等の販売時期から逆算して生産を発注するが、当社が生産している春物は秋に生産して

おり、緊急体宣言解除後に生産を本格化しても来年の春物の生産は十分対応できない。通年の生産ベースに戻るには更

に 1 年要する見込み。 

〇和装需要は低迷しているが、半衿等小物は販売価格も低く、小売店やネット等で売れており、コロナ禍でも比較的安定

した生産状況となっている。 

〇コロナ禍の中で、レンタル用途の需要が好調であり、コロナの影響はほとんど無く、今後更に受注量の増加を見込んで

いる。 
 
２ 生産の現状・課題                                         
 

〇生糸高の原材料高騰による利益率低下と廃業等による部品調達が困難になっており、課題と思う。 

〇生糸高や石油の値上がりに加え、加工コスト、運搬コストなども値上がりしているが、消費が低迷し業界全体が厳しい

中で、価格転嫁できない状況。 

〇メーカーの下請として生産してきたが、現在は数社に新製品開発を提案している。これが自社の技術力のＰＲと請負金

額の交渉にも役立ち、取引と経営の安定に繋がっている。 

〇白生地以外の分野にも進出し、機業自らのブランド力を確立するとともに、地域のブランドを確立し、発展させていく

ことが必要。しかし、現在はそのような状況に至っていないと感じる。 

〇HP や SNS の必要性は理解できるが従業員も少なく、更新等継続して運用していくことが難しい。支援願いたい。 

〇退職に伴う欠員補充のため、以前から織手を募集しているが、応募がなく織手不足の状況が続いている。 

〇産地での問題は人材不足であり、特に織機調整・ジャカードなど機器修繕の人材育成の必要性があると思う。 

〇自社の生産体制の見直しを進めており、全ての工程をできる限り自社で行えるよう考えており、現在は整経工程の内製

化に取り組んでいる。 
 
３ 今後の取り組み                                          
 

〇和装業界が厳しい中で、新たなものづくりが必要と考え、支援事業を活用して行ったが、上手くいかない。3 年先、5 年

先を見据え、産地の他企業とも連携し、広幅対応の商品も含め実践していきたい。 

〇機業独自のブランド品を開発して以来、商品のみならず、会社のファンになって貰い、顧客も次第に増えて、コロナ禍

でも採算がトントンな状況になっていると理解している。ブランド品の売上割合は低いが、継続して取り組んでいきた

い。 

〇他機業でできない生地の発注や他機業の事業廃止等による代替発注が通常より多く、大きな落ち込みとならなかった。

今後はインテリア、建築材の開発やサイト販売も行いたい。 

〇寝具等の新商品開発を行い、モニター試験も実施したが、販路先の確保や利益を出す状況には至っていない。高齢者や

介護者向けの商品開発、ネット販売にも取り組んでいきたい。 

〇現在、地域ブランドとして、丹後の複数業者で商品開発に取り組んでいる。今後、展示会などで発表し、将来的には、

参加事業者の広がりを目指したいと考えている。 

〇百貨店や小売店の来客もまだ少なく、催事も小規模で動きが鈍い。また、問屋等の企画力も弱く、目新しいものがない

状況。問屋等への製品の企画等提案を行っていく必要がある。 

〇新型コロナウイルスを機に、百貨店や問屋での販売のみならず、ネット販売や情報発信の必要性を考えている。今後 

検討していきたい。 

〇撚糸等関連工程業者も高齢化し、将来的な不安もあり、機器等購入して内製化できるものは内製化したいと考えている 

支援願いたい。                                                                   
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